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	製品名: カゼインキナーゼ1αウサギモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	カゼインキナーゼは、カゼインなどの酸性タンパク質を基質として優先的に利用することで機能的に定義されます。多数のタンパク質をリン酸化できます。Wntシグナル伝達に関与します。CTNNB1のSer-45をリン酸化します。PER1およびPER2をリン酸化する可能性があります。有糸分裂中の染色体の分離に関与している可能性があります(PubMed:11955436, PubMed:1409656, PubMed:18305108)。ケラチン細胞骨格の分解に関与し、それによって上皮細胞の移動を制御する可能性があります(PubMed:23902688)。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	カゼインキナーゼ 1 アルファ抗体 (1:500 希釈) を使用した、LnCap、K562、U251MG、MCF7、Hela 細胞溶解物中のカゼインキナーゼ 1 アルファのウエスタン ブロット検出。
	

	AMRe87542 を 1:3000 で使用して、T24 細胞およびラットの脾臓、マウスの筋肉組織からの抽出物のウエスタン ブロット分析を行いました。

